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神戸市議会
No.９ 2005年７月

港湾交通委員会 建設水道委員会

第 ２ 回
定例市会

市
会
諸
役
を
改
選

　

第
２
回
定
例
市
会
は
六
月
二
十
二
日
に
開
会
し
、
地
方
税
法
改
正
に
伴
う
一
部
条

例
改
正
な
ど
合
計
九
議
案
を
審
議
し
、
ま
た
新
し
い
議
会
構
成
を
決
め
七
月
五
日
に

閉
会
し
ま
し
た
。

　

民
主
党
か
ら
は
、
市
会
運
営
委
員
会
理
事
に
土
居
吉
文
議
員
（
東
灘
区
）、
総
務
財

政
委
員
会
委
員
長
に
橋
本
秀
一
議
員
（
西
区
）、
都
市
消
防
委
員
会
委
員
長
に
崎
元
祐

治
議
員
（
須
磨
区
）、
ま
た
、
外
郭
団
体
に
関
す
る
特
別
委
員
会
委
員
長
に
池
田
り
ん

た
ろ
う
議
員
（
北
区
）
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
ま
し
た
。

　

七
月
五
日
の
定
例
市
会
最
終
日
に
、

今
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る
神
戸
市
長
選

の
再
選
に
向
け
出
馬
す
る
意
向
を
表
明

し
ま
し
た
。

　

矢
田
市
長
は
、
こ
れ
か
ら
の
市
政
運

営
に
あ
た
っ
て
は
「
神
戸
に
元
気
と
魅

力
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
地
域

人
材
と
連
携
の
も
と
子
供
と
環
境
を
育

て
る
こ
と
、
安
全
・
安
心
な
社
会
の
実

現
に
福
祉
と
健
康
を
守
る
こ
と
な
ど
挙

げ
、
そ
の
た
め
に
、
市
民
の
目
線
で
行

財
政
構
造
を
抜
本
的
に
改
革
し
、
質
の

高
い
市
政
の
確
立
に
邁
進
す
る
」
と
表

明
を
し
ま
し
た
。

　

民
主
党
は
矢
田
市
長
を
支
え
る
与
党

会
派
の
中
軸
と
し
て
役
割
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

矢田立郎神戸市長
　秋の市長選出馬表明

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
三
位
一
体
の

改
革
の
中
、
義
務
教
育
の
あ
り
方
や
財

政
負
担
等
は
国
の
重
要
な
責
務
と
考
え

「
教
育
の
機
会
均
等
の
確
保
及
び
教
育

水
準
の
維
持
並
び
に
少
人
数
学
級
の
実

現
」
に
関
し
て
の
意
見
書
が
採
択
さ
れ

国
へ
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
立
保
育
所
の
民
間
移
管
に

伴
い
陳
情
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。現
在
、

認
可
保
育
所
に
は
国
が
定
め
た
運
営
費

基
準
を
超
え
る
年
間
60
億
円
の
超
過
負

担
が
発
生
し
、
こ
の
う
ち
50
億
円
が
公

立
保
育
所
に
よ
る
も
の
で
す
。
厳
し
い

財
政
状
況
の
も
と
、
超
過
負
担
を
削
減

し
多
様
な
子
育
て
施
策
へ
の
財
源
再
構

築
が
必
要
と
の
考
え
の
も
と
、
今
後
は

保
護
者
と
連
携
し
、
新
し
い
保
育
所
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
へ
の

教
育
環
境
施
策
の
充
実
を

新
幹
事
会
決
ま
る

市
会
構
成
決
ま
る

　

議
員
団
幹
事
会
の
新
し
い
陣
容

が
決
ま
り
ま
し
た
。

相

談

役

浜
本
り
つ
子

団

長

荻
阪　

伸
秀

幹

事

長

土
居　

吉
文

政
務
調
査
会
長

橋
本　

秀
一

副
幹
事
長

崎
元　

祐
治

副
政
務
調
査
会
長

向
山　

好
一

幹
事（
会
計
）
川
原
田
弘
子

　

な
お
、
市
会
運
営
委
員
会
は
土

居
、
橋
本
、
崎
元
の
三
議
員
が
担

当
し
ま
す
。

副
委
員
長

川
内　

清
尚

　
（
垂
水
区
）

田
中　

健
造

　
（
北　

区
）

白
井　

洋
二

　
（
兵
庫
区
）

委
員
長

崎
元　

祐
治

（
須
磨
区
）

前
島　

浩
一

（
西　

区
）

向
山　

好
一

（
北　

区
）

外
郭
団
体
に
関
す
る
特
別
委
員
会

　

委
員
長

池
田
り
ん
た
ろ
う
（
北　

区
）

　

理　
　

事
橋
本　

秀
一
（
西　

区
）

大
井　

敏
弘
（
須
磨
区
）

　
大
都
市
税
財
政
制
度
確
立
特
別
委
員
会

　

理　
　

事
白
井　

洋
二
（
兵
庫
区
）

川
内　

清
尚
（
垂
水
区
）

川
原
田
弘
子
（
垂
水
区
）

空
港
・
新
産
業
に
関
す
る
特
別
委
員
会

　

副
委
員
長

向
山　

好
一
（
北　

区
）

崎
元　

祐
治
（
須
磨
区
）

横
畑　

和
幸
（
東
灘
区
）

委
員
長

橋
本　

秀
一

　
（
西　

区
）

浜
本
り
つ
子

（
中
央
区
）

土
居　

吉
文

　
（
東
灘
区
）

副
委
員
長

大
井　

敏
弘

（
須
磨
区
）

田
路　

裕
規

　
（
灘　

区
）

藤
原　

武
光

　
（
垂
水
区
）

荻
阪　

伸
秀

（
長
田
区
）

横
畑　

和
幸

（
東
灘
区
）

池
田
り
ん
た
ろ
う

（
北　

区
）

川
原
田
弘
子

（
垂
水
区
）

総務財政委員会文教経済委員会福祉環境委員会

都市消防委員会
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安

心

・

安

全

・

住

み

い

須

磨

の

慨

づ

く

ﾎ

全

諒

投

球

桑

神

戸

市

会

肩

員

罫

罫

大

井

罫と

し

ひ

福

祉

栗

鯉

偉

員

会

副

偉

員

長

ﾎ

就

任

し

ま

し

た

。

何事によらずご相談下さい

神戸市会議員大

井

と

し

ひ

ろ

メールアドレス　

毎週駅前にてご挨拶をしております。お気軽に

お声掛けください。

（６：45～８：30）月曜日：地下鉄名谷駅、水曜日：地下鉄妙法寺駅 金曜日：ＪＲ須磨駅
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市政についてのご意見・ご要望を

お聞かせ下さい。

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

開

設

し

ま

し

た

！

U

R

L

:

k

o

b

e

-

0

0

1

.

c

o

m

→井戸敏三候補の応援 ←井戸まさえ候補の応援本会議終了後、大井としひろ議員と矢田市長、がっちり握手　暑さ厳しい季節になりました。みなさまには、いかがお過ごしでしょうか。◉福祉環境委員会副委員長に推挙さ　れました　第二回定例市会が、六月二十二日開会し、議長の選出など新しい議会諸役の改選が行なわれ十日間の会期を終えて閉会しました。　私も民主党会派を代表させていただいて、福祉環境委員会の副委員長に就任させていただきました。　身に余る光栄と思いも新にして、市民の皆様が安心して暮らしていける街づくりに全力投球させていただくことをお誓いし、福祉環境委員会副委員長の重責を全うしてまいりたいと存じます。今後共の御支援、御鞭撻をよろしくお願い申し上げます。◉矢田市長、次期市長選出馬を表明　本会議終了後、矢田市長より二期目に向けての市長選出馬の表明がありました。 （詳細、裏面御参照）　微力では、ありますが、矢田市政２期目の挑戦に最大限の後押しをさせていただきます。◉大井としひろ公式ホームページを　立ち上げました。　ＩＴの時代に乗り遅れないよう遅ればせながら大井としひろのホームページを創りました。　毎日更新していますが、素人の手作りのウェブですので、お見苦しいところがあろうかと思いますが、是非ご覧ください。　 U

R
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です。◉第二十七回環境保全審議会　六月十日の十時から神戸市役所にて第二十七回環境保全審議会が開催され、民主党会派を代表して、審議会委員として出席しました。（議事要旨は以下のとおり。 ）❖　今日の主な議題は、 「神戸市一般廃棄物処理基本計画の改定について」の中間とりまとめについて、審議を行なった。　ごみの量について、神戸市民一人一日あたりのごみ排出量は、政令指定都市の中でも、高い水準にある。と報告があった。数値を見ると大阪市についで、二番目に高く（事業系・家庭系の合計数値）家庭系だけを見ると九百八十三グラムと一番排出量の多いのが神戸市であった。　減量目標の考え方や施策の４つの基本方針（１．循環型都市、２．発生抑制・再使用の推進、３．循環的利用の推進、４．環境負荷低減を考慮した安心・安全な適正処理の推進）と、最後に計画の着実な推進に向けてのまとめが述べられた。　意見交換で、市民代表の方からは、環境教育について、もっと力を入れていくべきとの御意見や大学の先生からは、この取りまとめ案には、主

語がない、だれが主体的に進め、だれが責任を取るのか、そこのところが、 明記されていないとの指摘もあった。　私も発言の機会をいただいて、 「この取りまとめ（案）には、コストの意識が、欠落している。ごみが多くても横浜市よりごみを処理する費用が少なくすんでいるなら、何も言わない。　しかし、一方で福祉施策の凍結やカットが、加えられている中で、ごみがたくさん出されて他都市よりごみ処理費用がかさんでいるのであれば問題でないか。コスト意識の観点からの視点が抜け落ちている。 」と指摘をさせていただいた。専門部会長からは、 「時間がなかった膨大な資料のチェックが必要だ。他都市との比較も必要。御指摘のとおり」とあっさりと認められたので、それ以上の言葉が出なったが、コスト意識の欠落した取りまとめ案では、市民の皆さんの了解を取り付けるには無理があるのではないか。そのほか、京都議定書に関する神戸市の対応につい てもはっきりとさせるべきとの意見も出されていた。この審議会の意見も踏まえ、専門部会長、審議会長で協議をし、矢田市長に「答申」がなされました。　提案資料や審議の中身の詳細については、大井としひろ公式ホームペー

ジで、報告をしておりますので、ご

覧ください。

◉
当
選
御
礼

　御
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

◉
兵
庫
県
知
事
選
挙
と
東
灘
区
県
会
議
員

　再
選
挙

　民
主
党
が
推
薦
・
応
援
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
井
戸
敏
三
兵
庫
県
知
事
の
当
選

と
東
灘
区
の
井
戸
ま
さ
え
兵
庫
県
会
議
員

誕
生
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　私
も
井
戸
敏
三
・
井
戸
ま
さ
え
選
挙
カ
ー

に
乗
り
込
ん
で
、
須
磨
区
・
東
灘
区
の
有

権
者
の
皆
様
に
心
よ
り
の
お
願
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。


